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令和7年度作文コンクール 14

『建設業しんこう』は
Webでも

ご覧いただけます。

建設産業の今を伝え
未来を考える

https://www.shinko-web.jp/
しんこうWeb 検 索

メルマガ登録は
コチラから！

いつでもチェック!!

11
573No.

Nov.2025







　2024年にリリースしたCCUS登録技能者向けスマホアプリ「建キャリ」は、技能者本人の、就業履歴、登録した資格等をス
マホで確認できるほか、「お知らせ」機能で情報入手、「特典」機能でCCUS応援団特典を利用、「建退共」機能で退職金目安が
確認できるなど、CCUSを技能者にとって身近なものとして実感できるよう、リリースしたものです。これからも順次、機能
アップを図っていきます。

　建キャリで、就業履歴、立場や作業内容を自分自身の目で確認し、キャリアを構築していきましょう。

「CCUS」をもっと技能者の身近に

～「建キャリ」利用者は、9月末時点で27,000人を超えました～

　建キャリでは、本人の技能者IDをQRコードで表示することができます。
　CCUS応援団の特典利用でカード代わりに提示することなども想定していましたが、先般、エムシーディースリー株式会社（以下
「MCD3」）が提供するAPIシステム「グリーンサイト」から、建キャリで表示するQRコードを読み込んで入退場を記録する新機能「建
設キャリアアップカードリーダーforグリーンサイト」が公開され、「建キャリによるスマホで入退場登録」が可能となりました。

～QRコードを活用し、APIシステムで就業履歴の蓄積へ～

●建キャリQRコード読取イメージ図（MCD3作成）

●CCUS応援団ホームページ

　CCUSは、建設業界横断的な制度基盤であり、建設事業に関わる全ての技能者、事業者を対象として、全国規模で展開され
ています。CCUSにデータを蓄積する登録技能者・事業者が、CCUS及びその規模によるメリットを実感できるよう、支援や
付加価値提供の創出に取り組んでいます。

　CCUS応援団は、CCUSの周知の進展や登録者数の増加を背
景に、「技能者を応援したい」、または、「技能者が多く利用する」企
業等からの、登録技能者を対象とした特典提供の申し出を受け
て、特典提供者からなる集団として発足したものです。その後、特
典提供の対象を事業者に広げ、多数の参加者、特典をそろえるに
至っています。そうした状況を踏まえ、今年の7月には専用のホー
ムページを開設し、エリアやカテゴリーで特典を探せるほか、新た
に始めた「建キャリ保険」や、セミナーなど、期間限定の特典を
ピックアップして紹介しています。
　CCUS応援団の特典は、建キャリの「特典」機能や、左記のホー
ムページから利用可能です。

　CCUSの目的は、技能者の能力・経験等に応じた適
正な処遇改善です。技能者の皆さんが、積極的に自身
のレベルアップを図っていくために、この8月から
様々な能力評価申請の支援を行っています。その一
つとして、「能力評価サポート診断」のサイトを用意し
ました。無料でレベルアップの目安を知ることができ
ます。

CCUS登録者であることのメリット

～CCUS応援団からの特典提供～

　CCUS登録技能者数が、建設技能者数の半数を超え、170万人に達したことを背景に、新たに、登録技能者を対象に、福利厚生と
して取り組んでいるのが、「建キャリ保険」です。9月から募集を開始しています。詳しくは以下からご覧ください。

～保険事業の開始（登録技能者への福利厚生）～

～能力評価申請の支援～

建設キャリアアップシステム

就業
履歴

メニューを
タップ

個別
履歴
をタップ

建キャリホーム画面 就業履歴一覧 個別就業履歴

ここの表示にご注意！
空欄の場合、施工体制に登録
されていない可能性があります。

能力評価サポート診断 サポートまとめ
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殿

一次下請事業者名

一次下請事業者ID

一次下請事業者責任者の役職,氏名

受入事業者名

受入事業者ID

受入事業者責任者の役職,氏名

一号特定技能外国人の建設現場への入場について下記のとおり届出ます。

１　建設工事に関する事項

２　建設現場への入場を届け出る一号特定技能外国人に関する事項

※４名以上の入場を申請する場合、必要に応じて欄の追加や別紙とする等対応すること。

□ □ □

） ） ）

３　受入企業・建設特定技能受入計画に関する事項

役職 氏名  連絡先

一号特定技能外国人建設現場入場届出書

現場名　所長

○○…

************22

○○…

****年**月**日

氏名 ○○…

技能者ID ************21

施工場所 ○○…

一号特定技能外国人1 一号特定技能外国人2 一号特定技能外国人3

○○…

************22

○○…

記

建設工事の名称 ○○…

現場入場の期間 ****年**月**日～****年**月**日

在留期間満了日 ****年**月**日

国籍 ○○…

業務区分 ○○

生年月日 ****年**月**日

性別 ○

業務区分 ○○

従事させる期間（計画期間） ****年**月**日～****年**月**日

責任者（連絡窓口） ○○… ○○… ***-****-****

CCUS 
登録情報が最新であ
ることの確認

確認済 確認済 確認済

（確認日： （確認日： （確認日：

 　　3　　在留カード
 　　4　　受入企業と一号特定技能外国人との間の雇用条件書

 　　5　　建設キャリアアップシステムカード

　※ 業務区分・従事させる期間については、建設特定技能受入計画の記載内容を正確に転記すること

　　○添付書類
 　　　提出にあたっては下記に該当するものの写し各１部を添付すること
 　　1　　建設特定技能受入計画認定証（複数ある場合にはすべて。建設特定技能受入計画認定証について
 　　　は別紙（建設特定技能受入計画に関する事項）も含む。）
 　　2　　パスポート（国籍、氏名等と在留許可のある部分）

●建退共・CCUS自動連携イメージ（元請一括作業方式／一次下請一括作業方式）

●出力できる安全書類
　赤字：機能追加したもの

● 施工体制台帳
● 作業員名簿
● 施工体系図
● 下請負業者編成表
● 再下請負通知書
● 一号特定技能外国人
  建設現場入場届出書

建設キャリアアップシステム

　CCUSは、建設事業者や建設技能者が関わるシステムや業務との連携で、事務処理の効率化、負担の軽減を図ることに取
り組んでいます。

　建退共の電子申請方式とCCUSの一括作業方式によるデータ連携について、従来からの手動連携に加え、自動連携を行うことも
可能となりました。CCUSの「建退共連携設定」での選択機能です。

システム等連携で事務処理を効率化、負担軽減

～建退共電子申請方式とのデータ連携を自動化～

　安全書類出力機能に、元請として
必要な「一号特定技能外国人建設
現場入場届出書」の出力と、「作業
員名簿」への業務区分※データ反映
を追加しました。なお、CCUSの次
期システムでは、国交省の外国人就
労管理システムとのAPI連携を予
定しています。

～安全書類出力機能の機能追加～

　登録基幹技能者がCCUSの新規または変更の登録申請をする際に、登録基幹技能者講習修了証に記載されている「修了証番号」
を入力すると、 登録基幹技能者データベースから、修了証番号に対応する登録基幹技能者情報（種目、修了年月日、有効期限年月
日）が申請画面に自動で反映されるとともに、それ以降は自動で更新されるようになり、「講習修了証の添付」も不要となりました。

～登録基幹技能者データベースとの連携で情報の自動更新～

　建設業界は、社会生活や経済活動のインフラを支えています。CCUSは、その建設業界の担い手を支える建設業界共通の
制度インフラです。社会生活や経済活動を営む多くの皆様に、CCUSを認識いただくことが、建設業界への理解にもつなが
ると考えます。そのために、様々な形で情報を発信しています。

　現場マニュアルの解説から、先進事業者へのインタビュー、子ども向け動画まで、CCUSの魅力を動画で発信しています。CCUS
応援団特典、CCUSもふもふ建設隊の各隊員も紹介。とにかく、一度ならず何度でも見てください。

CCUSを多くの皆様に知っていただくために

～CCUSチャンネルで発信！～

　現場貼付ステッカーデザインから派生したCCUSもふもふ建設隊は、
今や本財団を代表するキャラクターとして日々活躍しています。

～CCUS“もふもふ建設隊”の登場、活躍～

　CCUSは、建設業界共通の制度インフラとして、建設技能者の資格や現場での就業履
歴を建設業界横断的に登録・蓄積し、技能・経験に応じた適切な処遇につなげる仕組みで
す。「若い世代が安心して将来を託せる」「技能や経験に応じて給与を引き上げる」「技能
者を雇用し育成する企業が伸びる」建設業を目指しています。左のリーフレットは、そう
いった意図を込めて、建設業界だけではなく、行政やエンドユーザーにも向けて作成した
ものです。このリーフレットをはじめ、各種チラシ、CCUSもふもふ建設隊各キャラクター
は、無料でダウンロード、利用することができますので、様々な場面で活用していただける
と幸いです。

～技能者、事業者だけではなく、行政やエンドユーザー、皆様のCCUSへ～

Creating the future with CCUS

CCUSチャンネルから CCUS応援団チャンネルから
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ワンクリックで
専用サイトに
アップロード！

※業務区分は、「土木」「建築」「ライフライ
ン・設備」の3区分。2022年に従前の19
区分から再編。

赤字はCCUSに登録した
データが反映されます。

NEW 事業者本人申請 NEW 技能者本人申請

ニッコリワニさんです。
建キャリデモにも
登場します。

ピッピです。
ボクも建キャリデモ
に出ています。

ぷにおです。
9月末時点で人気
投票暫定1位です。

ワンタ
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１　建設工事に関する事項
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※４名以上の入場を申請する場合、必要に応じて欄の追加や別紙とする等対応すること。
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 　　　は別紙（建設特定技能受入計画に関する事項）も含む。）
 　　2　　パスポート（国籍、氏名等と在留許可のある部分）

今年の夏は、建設業の将来を担う子どもたちに
僕らの仕事を知ってほしくてこども霞が関見学デーの

現場にも行ってきました。一緒に働く仲間（職種）を募集中です。

建設業しんこう建設業しんこう　　2022 September2022 September06 建設業しんこう　2025 November



殿

一次下請事業者名

一次下請事業者ID

一次下請事業者責任者の役職,氏名

受入事業者名

受入事業者ID

受入事業者責任者の役職,氏名

一号特定技能外国人の建設現場への入場について下記のとおり届出ます。
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ることの確認

確認済 確認済 確認済
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　　○添付書類
 　　　提出にあたっては下記に該当するものの写し各１部を添付すること
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●建退共・CCUS自動連携イメージ（元請一括作業方式／一次下請一括作業方式）

●出力できる安全書類
　赤字：機能追加したもの

● 施工体制台帳
● 作業員名簿
● 施工体系図
● 下請負業者編成表
● 再下請負通知書
● 一号特定技能外国人
  建設現場入場届出書

建設キャリアアップシステム

　CCUSは、建設事業者や建設技能者が関わるシステムや業務との連携で、事務処理の効率化、負担の軽減を図ることに取
り組んでいます。

　建退共の電子申請方式とCCUSの一括作業方式によるデータ連携について、従来からの手動連携に加え、自動連携を行うことも
可能となりました。CCUSの「建退共連携設定」での選択機能です。

システム等連携で事務処理を効率化、負担軽減

～建退共電子申請方式とのデータ連携を自動化～

　安全書類出力機能に、元請として
必要な「一号特定技能外国人建設
現場入場届出書」の出力と、「作業
員名簿」への業務区分※データ反映
を追加しました。なお、CCUSの次
期システムでは、国交省の外国人就
労管理システムとのAPI連携を予
定しています。

～安全書類出力機能の機能追加～

　登録基幹技能者がCCUSの新規または変更の登録申請をする際に、登録基幹技能者講習修了証に記載されている「修了証番号」
を入力すると、 登録基幹技能者データベースから、修了証番号に対応する登録基幹技能者情報（種目、修了年月日、有効期限年月
日）が申請画面に自動で反映されるとともに、それ以降は自動で更新されるようになり、「講習修了証の添付」も不要となりました。

～登録基幹技能者データベースとの連携で情報の自動更新～

　建設業界は、社会生活や経済活動のインフラを支えています。CCUSは、その建設業界の担い手を支える建設業界共通の
制度インフラです。社会生活や経済活動を営む多くの皆様に、CCUSを認識いただくことが、建設業界への理解にもつなが
ると考えます。そのために、様々な形で情報を発信しています。

　現場マニュアルの解説から、先進事業者へのインタビュー、子ども向け動画まで、CCUSの魅力を動画で発信しています。CCUS
応援団特典、CCUSもふもふ建設隊の各隊員も紹介。とにかく、一度ならず何度でも見てください。

CCUSを多くの皆様に知っていただくために

～CCUSチャンネルで発信！～

　現場貼付ステッカーデザインから派生したCCUSもふもふ建設隊は、
今や本財団を代表するキャラクターとして日々活躍しています。

～CCUS“もふもふ建設隊”の登場、活躍～

　CCUSは、建設業界共通の制度インフラとして、建設技能者の資格や現場での就業履
歴を建設業界横断的に登録・蓄積し、技能・経験に応じた適切な処遇につなげる仕組みで
す。「若い世代が安心して将来を託せる」「技能や経験に応じて給与を引き上げる」「技能
者を雇用し育成する企業が伸びる」建設業を目指しています。左のリーフレットは、そう
いった意図を込めて、建設業界だけではなく、行政やエンドユーザーにも向けて作成した
ものです。このリーフレットをはじめ、各種チラシ、CCUSもふもふ建設隊各キャラクター
は、無料でダウンロード、利用することができますので、様々な場面で活用していただける
と幸いです。

～技能者、事業者だけではなく、行政やエンドユーザー、皆様のCCUSへ～

Creating the future with CCUS

CCUSチャンネルから CCUS応援団チャンネルから
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ワンクリックで
専用サイトに
アップロード！

※業務区分は、「土木」「建築」「ライフライ
ン・設備」の3区分。2022年に従前の19
区分から再編。

赤字はCCUSに登録した
データが反映されます。

NEW 事業者本人申請 NEW 技能者本人申請

ニッコリワニさんです。
建キャリデモにも
登場します。

ピッピです。
ボクも建キャリデモ
に出ています。

ぷにおです。
9月末時点で人気
投票暫定1位です。
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今年の夏は、建設業の将来を担う子どもたちに
僕らの仕事を知ってほしくてこども霞が関見学デーの

現場にも行ってきました。一緒に働く仲間（職種）を募集中です。
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　同校建築科の卒業生でもある関先生。

当時と比べて、取得できる資格の幅が非

常に広がったと話す。

「技能検定（大工工事）をはじめ、建設機械

や玉掛け、2級建築施工管理技士（第一次

検定）、そして卒業後には2級建築士の受

験資格も得られます。入学当初は就職や

進学への意識がまだ明確でない生徒も、

自分たちとつながりのある先輩が資格取

得に取り組む姿を目にしたり、先輩たちの

資格取得状況などを知ることで、“私たち

も負けないよう資格を取得しよう！”と、モ

チベーションが高まります」。

　生徒たちの学びの推進力となっている

のは、地域との強い連携だ。2023年には

建設業界を支える有為な人材を育成する

ことを目的に、同校建築科・長野県建設業

協会上小支部・長野県上田建設事務所の

3者による産学官連携の“建設業人材育成

にかかる包括的連携協定”が締結された。

「技能検定の材料提供、現場見学の受入

れへの助成など、地域の皆様の手厚いサ

ポートが、生徒の学びを後押ししていま

す。また、生徒がプロの仕事に触れられる

インターンシップの機会なども豊富にいた

だいています」。

　3者による意見交換会も定期的に行わ

れている。

「意見交換会では、就職希望者の状況や、

進学後に地元に戻ってきてもらうための魅

力づくりについて話し合っています。こうし

て“教員が変わっても続く仕組み”が地域

に根づきつつあるのは、本当にありがたい

ことです」。

　その他、地元の技能士の方に、技能検定

技術講師としての協力を得ているそうだ。

　進路支援にも力を入れる建築科では、

卒業生が仕事や生活を語る会も開催して

いる。スライド資料を用いて語りかける先

輩たちの姿に憧れを抱き、建設業界を志

す生徒も多いという。

　「体験入学や公開授業は、中学生やそ

の保護者たちに“今の建築”を知ってもら

える貴重な機会です」。

　参加者の中には、建築科でどういった学

びや取り組みが行われているかを知らな

い方も多いと話す関先生。

「かつての建設業界といえばいわゆる

“3K”のネガティブなイメージが強かっ

たのですが、今は職場環境や設備面、給

与面も整っており、“以前とは違う”というこ

とを参加者の皆様にもお伝えしています。

“建築って楽しい！”と感じる心を原動力に！“建築って楽しい！”と感じる心を原動力に！
地域とともに育む“住”の未来を担う人材たち。地域とともに育む“住”の未来を担う人材たち。
戦国時代に武勇を轟かせた真田氏ゆかりの地・長野県上田市。千曲川の清流

と山々に囲まれたこの地にあるのが、まもなく創立110年を迎える伝統校、長野
県上田千曲高等学校です。地域の産業と社会を担う人材の育成に力を注ぐ同校
において、建築科は“癒しの空間プロデューサーを目指して”を合言葉に、“住”の
未来を創造する力を養っています。今回は、建築科で教鞭をとる関磨子先生に、
教育への想いや地域との連携、そしてご自身の歩みについて伺いました。

第116回

長野県上田千曲高等学校
建築科

関 磨子 先生

地域の力に支えられた
建築教育

コンクール入賞を目指して奮闘！
課題
研究 “今の建築”を

知ってもらうための取り組み
毎年、JIA長野県クラブ主催の長
野県学生卒業設計コンクールに
作品を出品している建築科。生
徒の個性と創造力をどうカタチ
にするかが鍵であり、周りの先生
と力を合わせながら、入賞を目
標に掲げている。金賞や銀賞と
いった結果につながることも大
切だが、それ以上に“建築って楽
しい！”と生徒自身が実感できる
こと、そして“やっていることは何
ひとつ無駄ではない”と心から思
えること──それこそが、関先生
が生徒に届けたいメッセージだ。
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また、多くの方が“建築＝大工さん”と思い

込んでいるのですが、実際はほとんどの卒

業生が施工管理の道に進みます。そうした

実情も伝えることで、建築科に進む生徒が

一人でも多くなればと思っています」。

　参加した中学生や保護者が驚くのは、模

型製作や設計演習といった実習の多さだ。

「“こんなに製作するんだ！”と驚かれること

が多いですね。体験入学においても、手を

動かしながら考える実習を通じて、ものづ

くりの楽しさと奥深さを伝えています」。

　関先生が建築と出会った原点は、幼い

頃に見た父親の背中だった。

「父が建築士だったので、幼い頃からト

ラックに乗せられて現場を見たり、どう

いった工事なのかを聞いたりするなど、

建築自体が身近な存在でした。自然と“建

築って楽しい”という感覚が育まれていま

したね」。

　教員になるまでに数年を要したが、他県

や長野県の講師勤務を経て、教員としての

キャリアは33年を超える。

「教える立場になったばかりの頃は、建築

科に女性がほとんどいない状態でした。不

安はなかったのですが、思うようにいかな

いことも多く、挫折の連続でしたね。建築

のことでわからないことがあると、公衆電

話から父に相談していたことを思い出しま

す。そうした家族のサポートをはじめ、周り

の先生、そして生徒たちにも支えられたこ

とが、教員を続けてこられた原動力だと感

じています」。

　また、教員としての自信をつけるため

に、働きながらも様々な資格取得にチャ

レンジ。現在も新たな資格取得に向けて自

主的に学習を進めている。

「資格は一生の財産になるとともに、確か

なカタチとして残るもの。生徒には“チャン

スがあるうちに早く取ってほしい”と伝え

ています。私の挑戦する姿を見せることで

刺激になればうれしいですし、逆に私自身

も生徒たちに刺激を受けて、勉強のモチ

ベーションを高めています」。

　教員生活の中で印象に残る思い出を尋

ねると、文化祭でのアーチづくりや、長野

県学生卒業設計コンクールでの入賞など、

生徒とのエピソードが次々とあふれてき

た。その根底にあるのは、教え子たちに建

築の楽しさを感じてほしいという想いだ。

「“建設業界で働きたい”という生徒が少

ない時期もあったのですが、近年は業界

全体が働きやすい職場に変化している

こともあり、夢をもって取り組む生徒も増

えています。目標に邁進する生徒たちに

は、建築の楽しさを心から感じてほしいで

すね。また、変化する時代にあっても成長

していくために“謙虚な負けず嫌い”でも

あってほしいと思います。素直に行動でき

る人は、ぐんと伸びていきます」。

　生徒には“出会えた縁を大切に”とエー

ルを送る。

「人生の中では、必要なときに必要な人に

出会えるもの。私自身も様々な縁に恵ま

れ、支えられてきました。そのときに出会え

た縁を大切に、高校生活やその後の人生

を過ごしてほしいと思っています」。

長野県上田千曲高等学校
建築科

関 磨子 先生

創建は1290年代とされる安楽寺八角三重塔。
禅宗様という形式で建てられ、華やかな木組み
や巧みな意匠を特長とするこの塔は、日本で唯
一現存する木造八角三重塔であり、長野県初
の国宝にも指定されています。「小さな頃から何
度も訪れた場所で、遠方から来られるお客様に
もご紹介している建築物です。世界に誇る貴重
な文化財として、上田にお越しの際はぜひ目に
していただきたいです」。

安
楽
寺

八
角
三
重
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地元の建築物
コレ推

し！

滋野児童館の建設現場や松本市の競技場建設現場、
須坂市のホテル建設現場など、様々な現場を訪れて
刺激を受ける生徒たち。プロの仕事を間近に見ること
が、自らの進路を考える大きなきっかけとなっている。

「建設業界は、以前に比べてより夢のある職場へと変
化していると感じています。企業側も人材確保に向け
て働きやすい環境づくりに努力されているので、安心
して生徒を送り出せるようになりました」と関先生。

毎年夏休みには、地域の中学生を対象に体験入学を
実施。建築科ではミニハウスという小さな木造の家
を組み立てる体験や、製図の作品展示、パソコンに
よるCAD体験などを行い、在校生が案内役・指導役
として活躍する。「実施後のアンケートには“先輩た
ちが優しかった”という声も寄せられ、生徒にとって
も中学生にとってもよい学びになっていると実感でき
ます」。

成長を続ける
“謙虚な負けず嫌い”であれ！

先生から

みんなへ

メッセージ

〒386-8585　長野県上田市中之条626
　　　  https://www.nagano-c.ed.jp/chikuma/WEB

長野県上田千曲高等学校

















を活用しよう!

お役立ち連載

第   回33

CCUS活用モデル工事発注を検討中の公共発注者の皆様！
－CCUS活用モデル工事全般にわたり、「深く、広く」サポートします－

本財団では、CCUS活用モデル工事をサポートすることにより、

を図っています。そのために、

公共発注者（地方公共団体）へのサポート例

公共発注者が趣旨・適正な運用を理解し促進すること
きめ細やかな対応で受注者がCCUSを活用する事業者になること
見学会等を開催することで他の発注者・事業者へ水平展開されること

● 公共発注者の求めに応じて、CCUS活用モデル工事単体だけではなく、自らの要領等を
   運用するにあたっての助言や、職員・事業者への説明・講習など、深く、広くサポートします。

● 公共発注者の皆様も、試行検討の段階で構いませんので、 CCUS活用モデル工事に
　ついてサポートをご希望の際は、以下の内容を記載のうえ、メールでお知らせください。

申込先：（一財）建設業振興基金　建設キャリアアップシステム事業本部　普及促進部
申込先メールアドレス：ccus01@kensetsu-kikin.or.jp

● 担当者の氏名・所属・連絡先
● Zoomの使用の可否（Zoomが使えない場合は、「Teams希望」など記載）
● CCUS活用モデル工事の概要等（発注者、工事名、工期、下請の有無・登録状況等）
　※発注者の場合はサポートを要する内容等、適宜

CCUS活用モデル工事の試行検討で、要領を具体的に実施するための助言から、管轄全体の事業者を対象とし
た概要説明、各地域毎の実践的なセミナーの実施、契約締結後のCCUS活用モデル工事の個別サポート、さら
に、その先の展開に関する助言等まで対応。

CCUS活用モデル工事試行検討

発注等
担当部局

全体
向け

地域別

個別
モデル工事

受注・運用開始 試行結果確認

説
明
会
等

元請事業者
向け説明会

下請事業者
向け説明会

受注者へのヒアリングや
発注者との協議等

意見交換

現場運用
セミナー１

現場運用
セミナー2

事前打合せ 運用サポート 事前打合せ 運用サポート

予定事業者や
発注予定部署職員対象

発注者の方針、CCUSの
概要等について説明

意見交換 意見交換モデル工事の展開や、
運用について助言

今後の展開について
継続対応
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今月の

PROFILE

領家 隆了 さん

株式会社中鉃
大阪府出身

さん

り ょ う け た か さ と

　大阪を拠点に、鉄筋工事業を担う株式会社中鉃。その現場で職長を
務めるのが、登録鉄筋基幹技能者であり、CCUSゴールドカード保持者
でもある領家隆了さんだ。鉄筋工として活躍していた父の仕事を手
伝っていたことが、建設の道を歩むきっかけとなった。「最初はそれほ
ど興味が無かったのですが、やってみたらおもしろくて（笑）」と語るそ
の表情には、仕事への愛着がにじむ。
　現在は、作業の指示から安全・品質・工程・資材管理、若手育成まで、
現場のあらゆるマネジメントを担う立場となった領家さん。朝はメール
をチェックしつつ、配筋図を見ながらその日の作業をイメージし、必要
資料を整える。工程の組み立てにおいては「慌てず、戻り作業のないよ
うに確実に進める」ことを第一に考えるという。領家さんが特に重視し
ているのは、作業動線の確保と品質チェックだ。「朝礼後にはKYミー
ティングを実施し、危険なポイントを作業者全員で共有しています。ま
た、現場作業が終了した後にはサブリーダーと共に仕上がりを確認し
ています」。工程管理においては、他業種との連携も不可欠だ。「マン
ションの低層階など、序盤の工程は特に神経を使います。前の業者の
作業が遅れると、自分たちの工程にも影響が出てしまうもの。だからこ
そ、先を読んだ段取りと柔軟な対応が求められます。着々と工程が進め
ば、チームとして仕事の流れもつかみやすくなり、落ち着いて作業にあ
たれます。その流れをつかむまでが、工事における一つのポイントにな

りますね」。
　まだ20代半ばのころは、「すべてのことを自分でやろうとして、疲れ
てしまった時期もあった」と話す。そんな領家さんを救ったのは、ある
建設会社の課長からの言葉だった。「“もっと周りを信用してやってい
かなあかん。一人で仕事しているわけやないんやから。”と言われて。
その言葉は今も心に残っています」。それ以来、仲間への信頼を軸に現
場を動かすスタンスが、領家さんの支柱となっている。日々のチームづ
くりにおいても、「言いにくいことでもしっかりと言える関係性」が重要
だという。「休憩中には雑談を交え、明るい雰囲気をつくっています。大
事なのは、思っていることを“言いにくい空気”をつくらないこと。遠慮
なく意見を言い合える現場づくりこそが、安全で円滑な工事につなが
ります」。その言葉には、現場を預かるリーダーとしての自覚がにじむ。
　30年以上にわたって建設現場で働いてきた中で、安全面やICT環境
の向上といった変化も実感している。「紙の図面がデータへと変わり、
暑さ対策などの現場環境も改善されています。若手の職人たちはスマ
ホで図面を見たりもしていて、時代の進化を感じますね」。
　休日にはゴルフや温泉旅行を楽しむ一面も。「50歳になって、ようや
く温泉の良さがわかってきました」と笑顔を見せる。現場での緊張感
と、プライベートのリラックス。そのバランスを保ちながら、今日も領家
さんは現場の最前線に立っている。

「仲間を信じて、現場を動かす！」安全かつ確かな工事を手がける鉄筋工のリーダー。

グレートジョブ

株式会社中鉃
代表取締役

中川 六雄 氏

　近年、建設業界の日本人離れが続いている中、改めて技能実習生や特定技能外国人の存在の
重要性を理解し、彼らの技能や知識を底上げすることで建設業界の発展につながると信じており
ます。現在、特定技能2号となった作業員が4名となり、彼らに続くように日々教育を続けており
ます。外国人の成長が日本人の成長と業界全体の成長につながると信じ、自社だけにとどまらず
他業種とも連携を取りながら建設業界発展のために尽力していきたいと考えております。

建設人材育成優良企業表彰『優秀賞（総合部門）』を受賞

建設の最前線へ！
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